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明治・大正・昭和期の着物に見られる蓄穣模様
一日本国内における洋花の普及との関係一
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榛木英里子
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1.研究目的
明治時代以降、洋花を模様として取り入れた
着物が多く見られるようになった。洋花の中で
も特に蕎穣が圧倒的に多く、それは大正時代の
着物において特に顕著である。以上のことにつ
いては周知のことであり、着物の模様変遷でも
語られてきたことではあるが、番穣が着物の模
様として使われるようになったきっかけや、そ
の詳細な変遷は研究されずに漠然と諮られてき
ているのが現状である。
関連した先行研究としては、松下は、明治末
期に洋花模様が登場した理由として、明治37
年（1904）のセントルイス万博を見学した図案
家や染織業者が洋花を図案に移入したことによ
ると述べている九さらに、その背景として 3
つの要件を挙げている。第 1に、明治時代に
なって、第一線の日本画家が友禅染の絵柄を描
いた影響により、植物や風景が写実的・絵画的
に表現されるようになったこと、第 2に、化
学染料の導入によって、友禅染を用いた表現の
自由度が高まったこと、第 3に、洋花が西洋
の生活を象徴するハイカラでモダンなシンボル
ととらえられたことを指摘している。
また長崎は、普穣の香りと美しさが人々を魅
了し、明治時代には蕎穣は高貴なものというイ
メージが強かったが、大正時代になって蕎様が
人々の身近なものへと変化したことが、工芸意
匠に蕎薮模様が用いられるようになった理由と
している九
しかしながら、多数あった洋花の中でとりわ
け蕎薮が多用された理由については詳述されて
おらず、研究の余地があると言える。
本研究では、洋花の中でもとりわけ多く使用
された蓄積模様に焦点を当てて、（1）醤識が着
物の模様として流行したきっかけ、（2）着物に
表わされる苔識がどのような意味をもっていた
のかを明らかにすることを目的とする。そして、
それに付随して、明治・大正・昭和時代それぞ
れの着物に見られる蕎薮模様の表現にも着目
し、そこに見られる人々の沓裁に対する価値観
を明らかにする。
2.研究方法
研究方法としては、実物資料をはじめ、小袖・
着物雛形本、呉服店のカタログ、雑誌、新聞、
絵画、展覧会図版目録等を用いる。まず、明治・
大正・昭和と時代ごとの洋花の普及の様子も踏
まえつつ、着物に表わされる蕎議模様の発生の
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要因とその時期の特定を行う。更に、明治時代
以降、蓄積模様が着物の意匠として用いられて
いく変遷を辿る。
3.蓄積の概略
3 -1.「蕎穣Jという言葉
西洋においては、番穣は「花の中の花Jと呼
ばれ、古くから親しまれてきた花である。古代
ギリシャでは当初蓄積は体に塗る泊の香づけに
使用され、まずは香料用・薬用として用いられ
た。次第にその華やかさにより観賞用植物とし
て愛されるようになり、次々に新しい品種が生
み出された。番穣は様々な絵画にも見られるよ
うに、西洋においては国や宗教、愛を象徴する
こともあり、多義性を持っていた。
日本では明治時代以降に涜行したが、普裁は
それ以前から日本にも存在したo しかし、それ
は先に述べた西洋の蕎穣とは異なり、日本の自
生種と中聞から輸入された普様である。先行研
究によると、奈良時代の文学作品『万葉集jに、
「宇高良（うまら）J「刺原（うばら）」の表記が
確認されており、この言葉は刺のある木の総称
として用いられていたことが明らかになってい
るo また、「うばらJは「むばらJから転化し
た言葉であり、「むばらJ「うばら」「いばらj
と転化し、最終的に「ばらjになったという説
がある。これらは日本元来の自生種を指す。
一方で「普議jという表記は中国からの渡来
語であり、平安時代から見られる。当時は「し
ようぴ」「さうぴJと読まれ、日本の自生種と
区別されていたと言われている。しかし、やが
て「ばらJも「蕎議Jと表記するようになり、「さ
うぴ」という読みは一般的でなくなったとされ
ている。
3 -2.江戸時代以前の蕎穣
先にも述べた通り、普識は古来日本にも存在
していたが、具体的にいつ頃中国種の蕎薮が日
本に入ってきたのかは明らかになっていない。
しかし、『源氏物語j第二十一帖「乙女」や『栄
花物語j巻十八「たまのうてな」に、中国種を
指す「茜穣jの表記が見られ、またその木を鑑
賞する様子が記されていることから旬、平安時
代には中国種の普穣が日本に入ってきていたと
考えられる。
そもそも植物に関する研究が行われるように
なったのは戦国時代後であり、世の中が安定と
繁栄を迎えた頃に、所謂「本草学」と呼ばれる
薬種植物の研究が行われるようになった。その
ため、それより以前の普識に関しては、先述の
『万葉集j等古典文学を用いた、言葉に焦点を
当てた先行研究が中心となっている。
一方で、江戸時代に入ると園芸プームを迎え
たこともあり、植物に関する書物が多く刊行さ
れ、当時どのような蕎薮が存在していたのかを
具体的に把握することができる。
元禄6年（1693）刊『万物絵本大全調法記j
には「蕎穣（しょうぴ）J「いばら」「野蕎穣」
と3つの呼び名に対して 3種の花が描かれて
おり（図 1）、すでに蕎穣の品種が複数あった
ことがわかる。
図1.『万物絵本大全調法記』記載の茜積
u重宝記資料集成j第37巻， p.126より転扱）
IYJ治・大正 ・Ill！和JYJのれ物に凡られる裕被,ti~械ー lI 本凶fAJにおける洋イヒの1'r-＆との関係一
｜ま12.rmtt地鈎抄j 「1~1線（いばら）のるいJ
（国立国会fgl{'Ffti殺）
さらに、元禄 7年（1694）に伊兵術之丞が
記した 『花壇地錦抄J（全 6巻）にはより多く
の番署長の種類が記されている （＆I2）。本書に
は花壌に組える槌物の種類や裁府方法、鑑賞・方
法が記されている。3巻には「）fli臓のるい」と
して、 ①はまなす、 ②らうざ、 ①長春、 ＠白長
春、 ⑤程々 長春、 ⑥はと荊、 ⑦牡汁j'f¥j、③ちゃ
うせん荊、 ⑨ごや荊、 ⑩三桝荊、 ⑪箱根荊、 ⑫
唐1ti、⑬荊茨の計13種類の部署長が挙げられて
いる。御返は、 このうち日本の在来種は「はま
なす」「箱糠荊」のみと推測しており へ 当時
外来騒が多くを占めていたと考えられる。また、
「らうざ」に｜刻しては吉田が西洋租である可能
性を示唆している九
天保元年～弘化元年（1830～1844）にかけて、
岩崎地図によって著された 『本草図譜J（図 3)
には 「蔓草類」として、 ①営尖のいばら、 ②哲
被（しゃうび）、③かがみばら、④かいとうばら、
⑤ごやばら、 ⑥白こやばら、 ⑦さくらばら、③
なにわばら、 ①はとやばら、⑮ぼたんぱら、 ⑪
きばら、⑫木香花（もく こうくは）、⑬月季花（け
っきくは）ちゃうしゅん、 ⑪月々紅 （けつくこ
う）、⑮うけうぱらの計15租の普徽の名前が記
されており、そのうち 10極は清彩された図が
拙かれている。加えて、その 10槌については、
花の特徴が詳述されている。③かがみばらに｜刻
しては「天保年中カカンと云呉国へ傑流したる
図3.f* 1,•qit!MU 
（｜主IJ'L凶会｜刻、1市i縦）
とき突を採来りJt尖より生たる物なり」とあり、
外来磁の蕎被であることが確認できる。
多高iあった帯様であるが、次に示す文では、
江戸H与代において普殺がどのようなイメージを
持たれていたのかをまIることができる。俳人森
川w，：六は「百花諮」 ので以下のように酷磁を表
現している。
ちeうし。んL。う U かうは〈
長森、普放のたぐひは紅白うつくし
よそu に がんらい
く粧ひたるには似たれども元来いやし,: z旨 ζと ひき 一ー一ーーー 一ー
主花の殊にさかり久しきこそうたてけ
たと そうか い つじさみ ο 〈れ、例へば総家と云へる辻君の日の？~
mー ま せじよう はい〈わいるのご、ろ
る、を待ちかね、世上に4)1：佃し物心
，，ば その，，がた ちか
)lえてより、 ;U：流れを立て、 五十に近
ふりそで ちゃ〈 はじ S,t, 
き頃まで振有＂を新し始めもなく終 りも
なさこそ、うるさけれ。
（下総部筆者）
と記しており、部械を美しいものと許制Iiしつ
つも、 「いやしき」「殊にさかり久しきこそうた
てけれ」と表現している。特に開花しきった花
を50歳近くまで振布hを治る辻君（＝売恭兵if)
に例えており、番後に対して良い印象がもたれ
ていなかったー而が窺える。しかしながら、後
のなiで述べるように都機航機は身の回りの物に
取り入れられていた。
では、上記のようなイメージをもたれていた
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当時の蕎穣が、具体的にはどのようなものであ
ったか検証しておきたいと思う。前述の『万物
絵本大全調法記jや f花壇地錦抄Jr本草図譜j
には、名称、とともに各蕎裁の特徴について記さ
れているが、その中で注視したいのが、その記
述が見た目に関する内容で目立っていることで
ある。例えば、「練」ゃ「花こいむらさきひと
へ大りん」、といった内容である。以上のこと
から、当時は蓄積への関心は見た目に重点が置
かれていたことがわかる。現在、「パラJ「ロー
ズ」といった西洋種を対象とした研究は多く行
われているが、江戸時代以前の蕎議は明治時代
以降に流行する西洋種の蓄積とどのような違い
があったのだろうか。
現在蓄積の品種は 1万種を超えると言われ
ており、現代の普薮の栽培品種は主に 8種の
遺伝子を人工的に組み合わせて作出されたと言
われている九イギリスの園芸家Henry
Shepherd （ヘンリー・シェパード）によると、
その 8種は全てアジア産の普様であり、その
中には日本のノイバラ、テリハノイバラ、ハマ
ナスが含まれるという。その他にも中国種の蓄
積も含まれる。一般的に西洋種の蕎薮の歴史は
「オールド・ローズjと「モダン・ローズJで
大きく区分されることが多く、研究者によって
は特に中国の庚申普稜の導入を境にそれを区分
することもある九それは中国種の普穣をかけ
合わせることによって、四季咲きの蕎薮を圧倒
的に増やすことができたためである。
モダン・ローズは現在我々が蕎議園や花屋な
どで最もよく目にする種である。モダン・ロー
ズの第 1号と言われるのが「ラ・フランス」
という種で、明治政府はそれをヨーロッパから
取り寄せ囲内で栽培させたという説がある九
ラ・フランスの作出は慶応 3年（1867年）で
あるため、明治政府は当時の醤議の中でも最も
新しいものを圏内で栽培させたということにな
る。モダン・ローズ、つまり西洋種の蕎裁は、
日本への導入時期も考慮すると、西洋文化導入
を象徴する出来事の 1つであったと言える。
たけうちしもつ』すのかみ
竹内下野守の遣欧使節団員だった水品楽太郎
は蕎穣の栽培方法に関する海外の本の翻訳を行
っており、幕末から西洋の蓄積の栽培に関心が
あったことがわかるo
3 -3.現存染織品に見られる蓄積模様
明治時代以降に普薮模様が流行するが、それ
までに衣服に沓穣模様が取り入れられなかった
わけではない。また先述の通りの普穣に対する
印象があったにも関わらず、蓄積模様は次のよ
うな現存品に見ることができる。「蓄積反橋模
様水干」（平安時代・金剛峰寺蔵）や、「白麻地
尾長烏苔穣春草模様雄子」（江戸18世紀・江戸
東京国立博物館蔵）に蕎薮模様が見られる。こ
れらに見られる醤穣の品種は、中国種である長
春である可能性が強い。この品種はその名前か
らもわかるように、四季咲きという特徴があり、
その名とともにこの花が縁起の良い吉祥花と考
えられていたためであるへこの点で普稜（長
春）が衣服に模様として取り入れられでも不思
議ではない。しかしながら、その数はごく少な
く流行には至らなかった。
また、伊藤若沖筆「動植線絵」（宮内庁三の
丸尚蔵館蔵）や宋紫石筆「紅普議双禽図」「黄
蓄積双禽図」（共に個人蔵）、司馬江漢筆「苔穣
にサボテン図」（個人蔵）といった絵画作品（い
ずれも江戸時代17～18世紀の作品）にも普識
を見ることができるoこれらの普穣に関しては、
在来種の蕎穣（いばら）であるか中国種の蕎穣
（しょうぴ）であるかは判別できないが、先に
述べた長春の意味と、蕎穣が中国絵画の主題と
してしばしば描かれていたことを加味すると、
日本で描かれたこれらの絵画に見られる普穣
も、中国種の沓様であったと考えてよいだろう川。
以上のように、古くから日本にも蓄積は存在
していたが、その模様が衣服の模様として流行
するのは大正時代まで待たなければならない。
その理由に関しては、蓄積そのものが練をもっ
植物であるために、好まれなかったという説が
ある。しかしながら明治時代以降に流行する普
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穣にも同様に練があるため、その他の理由もあ
ったと考えられるo
次の章からはこれらの点にも注目しながら、
明治時代以降とりわけ蕎被模様が好まれた理由
を考察していく。
4.明治時代以降の蓄積
4 -1.明治時代から昭和時代にかけての蓄積
の普及
江戸時代の園芸ブームから窺われるように、
花を愛でることは庶民にとって身近な楽しみで
あったo 日本にはもともと多種の植物があり、
それは海外からも注目されるほどであった。そ
のような日本に幕末期から洋花が時間とともに
普及していったo その普及のきっかけとなった
のは、（1）植物商社の存在と（2）温室栽培や
庭園の発展であったと考えられる。
具体的には、開港後登場したプラントハンタ
_ 121によって日本の植物が評判となったこと
から、明治時代に植物の貿易が始まったことで
ある。その中でも特に日本の百合は、海外で非
常に人気を博し高額で取引された。貿易に関わ
った先駆的な商社として、横浜ベーマー商会が
挙げられる。横浜ベーマー商会は本格的な温室
を備え、植物の輸出入を行った。また、日本人
による商社としては、明治23年（1890）に設
立された横浜植木商会が代表的である。横浜植
木商会は百合根の輸出だけでなく、同時に洋花
の輸入にも力を入れ、洋花を圏内に流通させた。
ドイツ系アメリカ人LouisBoehmer （ルイス・
ベーマー）は、北海道開拓使として日本に招聴
きれ植物の生育指導を行い、北海道の近代良業
発展に貢献した。そして、明治 15年（1882)
に開拓使が廃止された後横浜へ転居し、先述の
横浜ベーマー商会を設立した。
日本における最初の温室は、明治 5年（1872)
に北海道開拓使の用地に建てられたものである
問。温室を設けることで、日本にはなかった海
外の植物を育てることが可能になった。
また、明治中期頃には、華族階級の邸宅に温
室を設ける者も現われ、外国の珍しい植物を自
ら育てて観賞することが高尚な趣味とされた。
この頃はまだ洋花は庶民にとって手の届かない
ものであったが、明治時代には園芸や植物に関
する本が多数刊行されており、各家庭で栽培す
ることが徐々に普及し始めた時期であった。そ
のような栽培書は、欧州へ渡った日本人が栽培
方法を学んできたもの、あるいは外国の栽培書
を翻訳したものである。また、先述の御雇外国
人によって直伝された場合もあっただろう。苔
薮に関しては、明治 8年（1875）に水品梅処
訳『ヘンデルソン氏普穣培養法jが刊行され
ており、蓄積の栽培法が徐々に浸透していった
様子が窺える。
ここで、特に注目したいのは、この時期から
広がり始めた、江戸時代のものとは異なる形式
の庭園や、蕎穣園が造園されるようになったと
いう後述の事実である。
嘉永 6年（1856）のペリー来航以来、日本
には次第に西欧の文化が導入された。先に述べ
たように花を愛でる風習は江戸時代からあった
ものの、それまで見たことのなかった外国の花
は当時の人々にとって衝撃を与えただろう。ま
ず、洋花を目にするにきっかけとなったのが、
横浜などの外国人居留地に植えられた花ではな
いかと考えられる。その理由としては、（1）洋
花が日本圏内に入ってきた当初は、洋花が高価
で手に入ることができなかったこと、（2）園内
では未だ栽培方法が定着していなかったこと、
(3）外国人商社も日本人向けに洋花を流通させ
るのではなく、外国人居留地に住む外国人のた
めに洋花の販売を行っていたこと、が挙げられ
る。最初は外国人の家の庭に植えられている洋
花を自にした日本人が、その見た目や香りに引
き付けられたのではないだろうか。
次に普萩園が明治時代以降に次々とつくられ
たことに注目したい。当時蓄積は費沢品であり、
庶民は自宅で栽培することはできなかったが、
普穣を目にする場として、植物庭園や花屋敷が
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あった。明治初期からそれらは造園され始めて
第 62号（2016)
りて溢くもっこ蕎薮の擬凱旋門を造
おり、明治 7年（1874)10月30日刊『横浜毎
日新聞には、横浜の白鳥蓄量首の普薮の様子
が記載されているヘ
祭殿師（うへきや）友吉なる者、野毛
町坂下の 1の平原を新拓して花麗の
遊園を聞き、紫門の上偏額四時皆宜園
と墨表あり。また婦から横浜花屋敷と
呼へり。樹竹香草を囲み、奇石路次を
導き、架壇鳳尾蕎穣の洋種及ひ蘭松
万年青の盆栽品を陳列し、（中略）回
顧伊勢山の佳景に噛く実に健康保有の
遊地なるを似て、内外の文明人雑踏を
極むるも、野毛の山から異人館を見る。
（下線部筆者）
「洋種」という記載から、ここに植えられて
いたのが、西洋種の普様であることは明らかで
ある。明治 8年（1875)5月13、14日刊『読
売新聞jには「海外各種の蕎薮満花を集め本日
十五日より三日の間当園へ陳列し」と丸山花園
の広告が掲載されているほか、同月刊『日新新
事誌jでは、先述の丸山花園の「番薮会Jの様
子を「蕎穣は紅白黄茶を始め種々変りの奇花異
香を放ち今を盛りと艶美を争ひ看客皆心目奪は
る其種類の多き約するにー百二拾品其内横潰山
手六十一番ジャメーン氏が出品せる砂金紅玉金
波の三種は稀世の絶品なるJと蕎薮会が盛大に
行われたことを報告している。さらにこの普議
会に関しては英字新聞 DAPANGAZfilTEJで
も紹介されたへ
そして、明治30年（1897）刊『風俗画報j
の「新撰東京名所圃曾第六編」では、芝公園
の普穣囲を名所として紹介しているへ
Lょうぴ よ
沓穣は原名を Roseと呼ぴ、邦人が
書〈らめ しょうぴ
棋花を愛づるが如く欧米人の尤も賞美
しょうび
するものとす、普薮園は公圏第二十一
ニうえふ〈わん
犠十番地に在り紅葉舘向倒の崖を下
しょうぴ
り、庭国三百徐坪満国議く蓄積、観都
として鼻を議ふ、該地は完益品畿の菜
園なりしを借受け、明治二十年始めて
此闘を聞きぬ。
うゑ暑や
国主吉田彦次郎氏はもともと植木屋に
ほうしよ〈 ろ〈めい
非ず、以前は宮内省に奉職して鹿鳴
議ん謡6誉主なりしなり、氏は常に長
湯父荘答；こ於て天長節域は長谷ゐ際に
用ゆべき、優美なる普穣花の我邦に産
ずして、箕暴長話器露謡晶なる外国人
より購ひ来りしが、其相場極めて貴債
にして五十弗を降らず、徒に外人の鴬
ひそ い
に暴利を貧らる、を憤慨し、縞かに異
撞を後苑に議選し、首長議議をが謡き
〈？わいじん おと
ける、其勢空しからず遂に外人にも劣
ニうけつ〈わ
るまじき好結果を得て、明治十八年頃
ろ〈めい〈わん
井上外相鹿鳴館に於て夜曾を催さら
る』をの際其外人より購入するの不利
と みづか Itん・
なるを説き、自らは僅々十五回にて造
fわいし~ヲ よろ二
るべしとあるに外相も大に悦ばれて、
即日調達方を氏に命しぬ、其功や賓
いたい
に偉大なりと調ふべし。
（下線部筆者）
と説明があり、以上の記事から明治前期には
人々が西洋種の沓穣を鑑賞する風習が生まれ始
めたことがわかる。また、この頃は日本人が栽
培するというよりは、外国人から花を購入して
いた様子が窺える。しかし、高値の普識を購入
するには負担が大きかったようで、吉田は自ら
栽培できるよう尽力したことも記されている。
そして、鹿鳴館の夜会の際に、外国人から高値
の醤議を購入することがどれほど不利であるか
んー・
を説き、「自らは僅々十五回にて造るべしJと
して外相に喜ばれたという。
ここで見落としてはならないのは、蕎薮が鹿
鳴館や政治的な場で飾られるような植物であっ
たという事実である。その後には、
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ぜいようしき るりはな .，，たう£り1:, l 
西洋式テ ブール盛花O同舞踏越花O此
ふじんゑりさしは必 ぞ〈はっきしは令 だんしえりさしは々
ijf人襟差花O同点髪差花O男子襟差花
しょうびはらうゑ ぜいようしきそう SI!伝
0事被鉢植O西洋式葬儀花
ニうさいしょうり ょうふう おもU
以上交際場主I＼の洋風に趣くに｜泌ひ、
υつえうかん いたづ
ますます番桜花の必要を感ずれば、徒
くわんへん ゐ《、 Uし
らに宮越に磁々ならむよりは、 1¥jLろー
ひらめlね 必う
代~後図を聞き遍く需要度ぜんものを
えわ入り
と、氏は明治二十年臓を僻し、官吏の
ゐ す は＆ にち ・ょうふ〈 うはぎ たつ
精子を隊れて、日々洋服の上衣を脱し、
弘前議の水を説話のに呉れたるflorist
けあ与
の愛に十年を閲しぬ。
（下線帝11任者）
と記述されており、 古旧は帯械の痛に裂を感じ
て、明治20年（1887）に官吏を辞l俄し、事！日長
闘をIJfくに至ったとある。つまり、 i羊花の栴被
は｝克IJ（.｝館といった場而で、身だしなみの一部と
して服飾品に用いられるほか、高nな花として
その場に飾られていたが、その需要が次第に他
の場而でも広がっていったと推測できる。
加えて、芝公園ではこの稽獄図以外にも先述
の丸山花園でも橋被が栽；培されていたことが、
同文献からわかる（図 4）。そこには丸山花岡
ほとんしょうび めきがほ ゐき〈さ
に｜刻して 「牡丹、都級、，：vi顔、秋革、 等凶季の
ふつう とI!
花ヂl：を端接し、松竹栴Jt:-1'E普通一式の拙物に乏
しからずJとあり、日本の四季の花とともに帯
l:ii iぷ1i' rild:fi 
id詰H宅：5U1四 fl手；品
開:;ic・ t.・. 
r1ti ~i：・~i
!1; ; 1 ~ 
3；お伝手：
1書描i M：~」
盛~.iii
腿I4. 丸山花凶の花、J~ r胤俗画調!J第 143ひ.30 t.i 
IYJ治301F
（「Japaniむ1owledgeLibJより転載）
殺が栽I古・されていたことを知ることができ、帯
裁が日本人にとって身近なものに近づきつつあ
ったことが窺える。
それを克に象徴するのが「帯級帯付Jである。
明治Ti1JYJには帯識の番付が 8種刊行されるほ
ど、都機の人気は高く、その脆類も多数あった
ことが先行研究によってわかっている。具体的
には、明治 8年 （1875）干1Jr帯磁見立鍛品目
帯付Jr宇内帯桜花競j、同 10年 （1877）刊 『各
国部桜花競J(2種） r部被花見立競j、同 11年
(1878）干ljf描桜花見立鍛Jr諮桜花見立競Jr蔀
桜花見立競jである。これらには西洋種の都議
でありながらも、 「満月J「静化粧」といった手LI
名と、それが鑑賞’できる地名が脅かれている。
また、 19］治から大正時代に刊行された f!luf人
画報jの誌而には、 i1J絵で捕かれた替桜を掲載
した頁があり、 実物に｜浪らず絵間作品によって
諮磁を鑑賞・することがあったことがわかる （図
5）。
大正H寺代になると、部被だけでなく更に多く
の洋花が輸入、栽培されるようになった。この
頃になると洋花の困芸が普及し、大規模なi慌室
l量15.石川'.irm1仕「白磁署長Jf紛人両朝u第 192号，
大正 1011,
（国立国会開Wtlfi蔵）
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が登場した 2九 明治44年（1911）干ljf婦人礼法j
の香水に｜期する記事には 「婦人は大抵香水を用
ひて、まず手巾を泣し、顕には香油をつけ、衣
Jllにも、香水を吹きかけなどいたします。」 と
記載されており、 化粧品全般が非常に高価では
あったものの、明治H寺代の初期から上流婦人の
｜！日で香水が使用されていたことがわかる。
持~ 62号共立女子大学家政学部紀~
4 -2. IY.J治時代以降の都議のイメージ
IYJ治時代以降になり、部識が日本人に好まれ
るようになったことは文献資料から読み取るこ
とができる。先に述べたように雑誌や新聞に、
高価な普殺の化粧品の広告が多数確認できる。
f婦人画報jの中には、令般の写真。や絵が多数
掲載されているが、都織が令嬢の手元に添えら
れている写真や、援飾りとして使用されている
頁を多数見ることができる。また令嬢の姿それ
自体に 「蕎識の香Jや 「白番薮を憶ふJなどタ
イトルがつけられているのも興味深い （Isl6）。
さらに大正 2年（1913）刊 f婦人聞報春季特
別号令嬢画報jの表紙には、 r1絵と思われる
帯殺が大々的に計跡、れたものが採用されていた
（図 7）。上記のことから、令嬢のイメージと蕎
包
図6.『紛人画報者季特別-IJ・令娘酪報j81号．大正2年
(I五l立凶会腿1；’H01磁）
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が造られ、 三越呉服店園芸部では多数の洋花を
陳列するなど、次第に庶民も家庭で洋花を鑑賞
する風習が法透してきたへ 花が販売される際
は、切り花として売られ、 この頃から現在と同
じように花瓶に押して鑑賞することも始まっ
た。
河本は大正12年 （1923）の関東大震災以後
から昭和にかけて、更に花の需要が増加｜し、取
り扱うことのできる種類も培えたが、特にカー
ネーション、都君主、スウィ ートピーの 3種の
温室栽培が急激に発達したと述べている へ す
なわち、 この3極の需要が特に大きかったと
言える。また、明治l時代に現れたプラントハン
ターと同じように、日本人も珍しい種類の洋花
を探しては日本での生産を試みた。
昭和時代に入ると和花、 i羊花問わず花の需要
が符lえた。その背景には、目にする洋花の種類
が；噌えたことにより、花そのものを鐘1・目的と
するほかに、装飾やJI自答品として扱う風習が定
着していったことが挙げられる。以上のことか
ら、昭和時代に洋花が完全に日本人にとって身
近な存在になったと言える。
また、 i羊花が鑑賞用だけではなく、外国と同
じように日本でも香水を中心とした化粧品とし
て用いられたことが、 i羊花の更なる普及にもつ
ながったと考えられる。明治時代に入ると、女
性の聞で美容に関心が向けられるようになっ
た。とりわけ石鹸は化粧品の中でも比較的早い
時期に開発された。その背骨には、明治10、
20年代に伝染病が流行したことで、衛生思想
が叫ばれたことが挙げられる 問。 そのような風
潮の中で、様々な化粧品が開発されていった。
それらは西洋の化粧品、化粧方法を手本とした。
その中でも洋花は「帯磁水J「ベルガモットれbJ
いった化粧品の原料に用いられ、日本囲内でも
商品化された。いずれもその香りが好まれたた
め製造されたと考えられるが、自f:131正品の方が製
品の質が優れていたという 問。
香水に関しては、当初はまず舶来品にならっ
て、明治 5年（1872）に「桜水Jとして香水
IYJrn ・大正・ H併1)9］の活物に見られる奇抜校総一日本凪内におけるi羊花の将』えとの関係ー
凶7目 rM人l団fl！芥季特別号令餓闘相u表紙．大IE2 ,.:
（悶立国会関命館i縦）
裁の気品あるイメージを重ね合わせている印象
を受ける。
そして、大正 9年（1920）に刊行された大
町文代による詩集 『涙する帯級jには、生田春
月により次のような序文が寄せられている。
諮桜はしづかな温室の温かい空気のl二p
にずfてられて、いま花の五月に咲き出
した。その匂いは甘ひ、また強く、人
の心を酔はしめる。（中略）塾塾主全
やまた帯磁の親しい友となった。依然
として棋を愛し、梅を愛する私でも、
一株の器械を私の庭に欲しいと思ふ。
私もまたこの芳香に酔はしめられる。
（下線部~者）
江戸時代以前の帯放にはなかった、帯殺の香
りを強調する表現と、帯磁に親しみをもっ文章
を読み1~ることができる。
先に呑水について触れたが、普署長は香り以外
にも美しさを表現する言~と して用いられてい
た。大正 11年（1922）刊 f婦人画報jには
図8「テーブルのよの篠宮長と二人の女tu.大正 41j: 
(PYJ治・大.iE・ I（！和lおj丙の広行グラフィテイ ーサ
カツコレクションのIJ:WJ、P.14より4伝紋）
ばらいろ は・ ふじん U「替機色の員~l と婦人美」という記事があり、番
厳色の真tiが美しく他出の象徴であるとしてい
る。この頃帯磁の色そのものについても美しい
と考えられるようになっていったことがわか
る。他にも蔀織を主題とした小説の述載を掲載
している頁もある。さらには、雑誌以外にも多
くの人々の自に触れるポスターにもモデルの女
性と共に帯磁が掛かれるようになった（図 8）。
明治時代では替被がまだ高i~·なもので高樹の花
の存在であったが、大正時代に入ると、蕎械が
次第に身近なものになっていく様子が伺える。
H自手Ill時代の刊行物には、日本人と部被の関係
を垣間見ることのできる資料がある。｜昭和 4
年（1~29）刊 『花ル女王裕被栽培秘法j には、
．ふう ニ ＇＂、 ニんにら ニ・と ほうえんふれい
「尤も上古に於ては、 今日の虫I）き控艶白血なる
らんしゆかυん じはんじんぽら
珍租佳品のなかったことも、日本人の替機に対
しんぴしん υんじゃ〈 いん み で
する森美心の貧弱であった一因と見ることが出
来ゃう」としており、 加えて先述の許六の評価
ニ〈ひAう Z／＇－むり
に対しでも 「断言I＇も亦 f照明！からぬことJと述べ
ている。つまり、本牲では江戸時代までの帯綴
ほうえん d・れい bんしゆかひ人には「:!:1艶抗蹴なる珍種~i.1~·. 」 がなかったこと
が、現在の苔磁のように好まれなかった一因と
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ほうえんふれいしている。 ここで言う「~艶日臨」 は形や見た
目の~やかな西洋種の蕎殺を表していると考え
られる。
昭和時代になると各地で花市場がつくられ、
それに伴い花屋も普及した。都議だけでなく洋
花自体が身近なものとなり、手軽に家庭で栽培、
鑑弘・できるようになった。裕被にl刻しては、特
にそれを象徴するものに、向島屋の包装紙が挙
げられる。商品崖は創業121年目の昭和27年
(1952）に苔磁を包装紙のデザインに採用した。
それ以降普殺は高品展のシンボルマークとなっ
た。包装紙に普署長を採用した背景には 「凶季を
問わず、その美しさで多くの人々に謀われ、古
カ、ら美のシンボルとされる。そのようなイメー
ジがお客様に愛される百貨店にふさわしい間」
ことであった。この文章からもわかるように、
日本人にとって替機は明治時代以降、 l時l:Uとと
もに高:l.'i・なイメージから親しみのある花へと変
化して、更に愛されるようになったことがわか
る。
5.詰物に見られる蓄積模犠
以上のように、西洋租の部被は明治｜時代以来
日本人に愛されてきたが、衣服に棋械として取
り入れられるまでには、いくつかの段階を経て
きたと:tmiJIJされる。そもそも、新しく入ってき
た物を、いきなり最も身近な存在である衣服に
模様として取り入れることは、人間の行動パタ
ーンからして考えにくい。先に述べたように、
普穂棋棋の消物は大正時代に多く見られるよう
になるが、それまではほとんど見られない。お
そらく帯磁の鑑賞・に続いて、まず身の回りの装
飾品に普殺をモチーフと して使用するという ワ
ンクッションがあり、そののち、普被が更に身
近なものになって、ょうやくこれが棋綴として
着物に表わされるようになったのではないだろ
うか。それが大正時代だったのである。
明治時代に暫殺が流行し始めたのを、後を追
うようにして大正時代から着物に沓後模様が取
り入られる傾向が見られる。現存遺品からもわ
かるように、i羊花模様の中でも蕎薮模様が圧倒
的に多くなるのは大正時代であるが、その初期
においては他の植物模様と組み合わされて表さ
れることが多く、それは特に菊や牡丹といった
和花との組み合わせである。また、大正時代に
表わされている洋花は、帯殺模様に限らず写生
的な表現が特骸的である （ ~I 9）。 この理由は
2点考えられる。1つ目は、まだ蕎薮が普及し
始めたばかりであり、事薮が完全に定着してい
ない時期であったため、諮議そのものをそのま
ま写生的に描いたと考えられること。2つ目は
i他物画（ポタニカルア トー）の影響である （図
10）。 明治時代から大正l時代に花の輸出や輸入
が行われる際には、植物園が載ったカタログが
朋いられた。それらは精轍であり、且つ写生的
にc.ti'かれている。洋花が身近になりつつあった
とは言え、それを着物に表現しようとするとき
には、 I隣人はこのようなカタログを参考にした
のではないだろうか。
大正末からH百和時代に入ると、 写生的な模様
とは別に、デザイン化された帯被模様が現れた。
また、普識のみを全体に表す着物もつくられた
図9.釘I朱縮緬地草花i！線道物．大m時代
（他人蔵）
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図 10.r闘芸椴物図lU椀浜Hl木株式会社lリ．
大正 2～4年 （械浜，m港資料館所蔵、 『港町百花
総括Lー械i兵から広がる「緑化J文化j、P.27より
転戦）
（図11）。この変化は、都械が普及し、より身
近なものになったことで起こったと言える。な
ぜならば、先ほどと同じように、人｜！リの行動パ
ターンから考えると、新しく目にしたものを:lit
初からアレンジを加えてデザイン化することは
考えにくいからである。大正｜時代は帯識だけで
なく洋花自体が普及し始めたI寺Jijであったた
め、純物をそのまま脱線に表わしたが、 lltl~II時
代に入って人々に愛され広く普及し定着したこ
とで、それをアレンジした脱線が山現したので
ある。中でも当時の人気持的画家、商品事宵や
加藤まさをの作品には、帯桜模様の着物を活用
した女性の絵を多く見ることができる。帯級以
外にも洋花模様の着物は拙かれているが、現存
品には圧倒的に帯厳秘織の着物が多い。先述の
通り、昭和 27年（1952）に高尚昆が包装紙に
普械を取り入れたことからも、昭和l時代には潜
桜が両省iの花から親しみのある花になっていっ
たと考えられる。加えて、アーlレ・デコが流行
したことで、よりデザイン化の傾向が強まった。
また、｜昭和時代は機械捺染が荊尺に多くmいら
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図 11.赤地裕核燃機銘イih着物. IH和 10年代
（須坂クラシック美術館ii*)
れるようになったことで、更に欝級模様の着物
が庶民の問にも広まった。
6.類似した過去の現象
諮轍が遅くとも平安｜時代からあったにも｜刻わ
らず、 明治時代に入ってからこれが特に好まれ
るようになったように、かつては好まれなかっ
た花が、異なる｜時代には愛好されるようになっ
たという現象は過去にも見られる。その例とし
て1つ挙げられるのが、牡丹ーで‘ある お｝。 牡丹
は飛鳥 ・奈良時代に中国文化の象徴として日本
に入ってきた。しかし、一部の階層を除けばこ
の花は鑑賞の対象とはきれず、それが衣服に模
J隊化されるのには長いl時間を要した。長崎はそ
の理由を牡丹がもっ過度の華やかさが、 当時の
日本人にとって生理的に受け入れられなかった
ためだろうと推論している。牡丹は植物として
は認識されていたが、その姿が鑑賞・物の対象に
はなりにくかったのである。牡丹が模様として
表れるようになったのは 18i！！＂紀初頭頃からで、
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主に小布IJや惜の模様に登場するようになる（図
12）判。 こう した現象の背景には、江戸時代の
園芸ブームによって牡丹が日本人にとって身近
に感じられるようになったことが挙げられる。
また、江戸時代になり、長期安泰のi時代を迎え
たことで、牡丹を受け入れやすい社会風潮jにあ
ったこと も要因と考えられる。加えて長崎は、
牡丹が梅や桜、菊と一緒に表されるようになっ
たことが、この｜時代に完全に日本人が牡丹を受
け入れたことを表していると述べている 均。
上記の現象と、今回注目 した膏桜模様の流行
パターンを改めて考察すると、明治時代に入り
文明開化が起こったことで、異国の洋花が受容
されやすい環境になったと考えられる。そのた
め在来の帯磁とは異なる外見や香りをもっ西洋
種の帯緩も、日本人に違和感を持たれず受け入
れられ、むしろ西洋を象徴するものとして愛好
されたものと思われる。
7.結論
上記の変避をまとめると、明治時代に入り文
明IJH化を迎えたことで、西洋種の稽裁は容易に
人々に受け入れられた。特に美しさと香りで帯
殺は人々を魅了したが、明治時代においてはま
だ日i'tなイメージがあり、上流階級の人々しか
帯署長を手にすることはできなかった。それ故、
それが着物に模様として表わされることはなか
った。しかし、帯桜図の普及や密殺の化粧品の
噂入によって、次第に蔀離が人々の日常生活に
説透していったことで、明治時代後期には、裕
被は人々に愛される花となった。そして、大正
H寺代になると部被が一般家庭でも鑑賞・できるよ
うになり、身近な純物として浸透してくると、
ょうやく荒物の模様として拙かれるようになっ
た。それは初期lにおいては写生的なものであり、
都級以外の和花や洋花と組み合わされていた。
吏に帯識の人気が高まると、暫識をメインモチ
ーフと した着物が圧倒的に多くなったことが現
存品から確認できる。そして、 大正末からl昭和l
時代にかけては、暫語表に限らず洋花が庶民にも
身近なものとなり、洋花だけで模様を表すこと
に抵抗がなくなり、「アルピン模様J26)のような、
普離模様のみ、 i羊花のみを表した着物がつくら
れるようになった（図13,14）。さらに時代が進
むと、機械捺染の定着も加わって、 もともとは
日おな部離が庶民の着物の模様にも定着するこ
とになったのである。
l頁I13. ~ミ地都議線級一つ身． 大正H幸代
（例人厳）
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今後は今回の研究で)IJいた資料も参考に、幕
末～昭和l時代初期のお物において、よりJ!.体的
な模様変選、及び実態を迫っていきたいと考え
る。
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